
基準不適合発生箇所

改善措置の内容

　注 ： 　　　　　　　は点検、　　　　　　　 は必要に応じて交換する部品を示す｡

識別：作業完了車には、尿素水タンクのACMブラケット固定ボルト頭部に白色ペイントを塗布する。

改善箇所説明図

＜対策後＞＜対策前＞

　全車両、尿素水タンク延長ハーネスの各コネクタ部を点検し、防水プラグを適正位置に取付ける。
なお、コネクタ内部に腐食がある場合には、当該延長ハーネスと接続側のハーネスを新品と交換する。

　尿素水タンクを移設した車両において、延長ハーネス及びコネクタの防水処理が不適切なため、コネ
クタ内に雨水等が浸入し端子部を腐食させることがある。そのため、接続端子部で導通不良が発生する
と、尿素水タンクに装着された後処理制御モジュール（ACM）等とエンジン制御モジュール（ECM）間に
おける通信が途絶え、排出ガス後処理装置（SCR）が不作動状態になると共に、インストルメントクラ
スタ中央ディスプレイに“車両電制システム異常”の警告メッセージが表示される。そのまま走行を続
けると、排出ガス中の窒素酸化物（NOｘ）の排出値が基準値を超えるおそれがある。
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